
奨学金受給者、体育会クラブからの感謝の声 
 

奨学金を受給した学生やクラブから、ご支援をいただきました皆さまに感謝の声が届いて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の家庭は、世帯収入の半分が私のアルバイト収入です。学費を捻出するのも厳しい中、ゼミ

やサークルの合宿費、自主マスコミ講座の講座費・合宿費などはかなりの負担でした。しかし、

対外的に「普通の学生」でいるため、私は今までアルバイトをがんばってきました。 

法政大学奨学金の給付を受けて、私はアルバイトを減らし、勉学に充てる時間を増やせたこと

が何よりも嬉しいです。学びたい学部・学科・ゼミにいるのに、勉強する時間が限られているこ

とほど、悔しいことはありませんでした。 

今後は自らの調査をもとにした卒業論文に力をいれていきたいです。高校時代からやりたかっ

た研究を存分にできると思うと、法政大学に来てよかったと思います。 

私は今、学部3年生で日々勉強に励んでいます。家計状況が厳しいうえに授業の課題や実験の

レポートの作成などで忙しく、アルバイトをする時間もなかなか確保できない状況でした。サー

クル活動にも参加していたため、学生生活に必要な資金をどう工面するか悩んでいました。大学

の給付型奨学金をいただくことができたことで、勉強時間を確保しつつサークル活動にも参加す

ることができ、今、充実した学生生活を送ることができています。また、学校の成績が評価対象

となる奨学金に採用していただけたことは、学業に対する自信にもつながりました。ご支援頂い

た皆様への感謝を胸に残りの学生生活を送っていきたいと思っています。 

私は1年生から法政大学独自の奨学金をいただいています。今いただいている奨学金が給付型

であるおかげで、将来の返済のことを考えることなく日々過ごすことができているので感謝して

います。 

奨学金の種類が多いことは法政大学を受験する理由になりました。その中でも給付型奨学金に

採用していただけたことは、次の年も成績優秀者になれば奨学金をいただけるのではないか、と

いう学習意欲の向上につながり、勉学に励む動機になっています。 

奨学金をいただけたおかげで、授業やゼミでの研究に必要な文献を手に入れることができるよ

うになりました。今後専門分野に関しての知識をより深めていき、日常生活で勉学に関して一層

の努力をし、卒論作成に向けて研究に精を出していきたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は昨年、法政大学独自の奨学金をいただくことができました。奨学金を給付していただく前

は学校から帰宅後すぐにアルバイトという生活を繰り返していました。そのため、慢性的に睡眠

不足の状態で学校に通わざるをえず、とても自分のやりたいことをできる環境にはありませんで

した。しかし、奨学金をいただけたおかげで、アルバイトの時間を減らすことができ、学習時間

を確保できるようになったうえ、図書購入の負担も今までよりも軽くなりました。その結果、１

年時からGPA平均を0.4上げることができました。勉学に時間を割けるようになったことで前

から少し興味があった心理学と行動経済学なども勉強出来るようになりました。またずっと悩ん

でいた睡眠不足もアルバイトの頻度を減らすことで改善されつつあります。 

今までみんなとは違う大学生活をしている感覚で辛かったですが、奨学金のおかげでその感覚

も消えつつあり、とても楽しく、有意義な大学生活を送れています。本当に感謝しています。あ

りがとうございます。 

私は奨学金の給付を受けて、より一層勉学に励むようになりました。奨学金をいただけたこと

で、今年もがんばって勉強をして来年また奨学金に採用されよう、と考えるようになり、奨学金

を受けることが勉強をするための大きなモチベーションとなっています。 

ただ単位を取れば良いという考え方ではなく、一つ一つの科目を大切に、高評価を得られるよ

う、自分なりに工夫しながら勉強しています。 

また、給付を受けたことにより、アルバイトに割かれる時間が軽減されたことで、趣味の幅が

広がり、やってみたいことにもチャレンジしてみようと考えるようになりました。 

今後は、就職活動が迫ってきているため、学業面だけでなく社会に出て活躍するためのさまざ

まな力を身に付けていきたいと考えています。奨学金を大切に使わせていただき、今後の学生生

活を送っていきます。ありがとうございました。 

 



 

○体育会フェンシング部からのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1935（昭和10）年に日本で初めて創部された本学フェンシング部は、日本フェンシング界

の歩みとともに、学生選手権大会のみならず全日本選手権大会において数えきれないほどの上

位入賞を重ね、オリンピック代表選手も数多く輩出し、日本フェンシング界の発展に寄与して

きました。その活躍ぶりは益々盛んとなり、昨年度の団体競技において五冠の偉業を達成した

男子フルーレのメンバーはそのまま日本代表チームとして国際大会でも活躍し、2020年東京

オリンピックでのメダル獲得が期待されています。 

エペやサーブルにおいてもオリンピック出場が目される選手たちが在籍する我が部におい

て、大学生としての学びと共に人間性や社会性を磨く部活動がこうして支えられている背景に

は、「リーディング・ユニバーシティ－法政募金」にご寄付くださった皆様の姿が浮かび、OBOG

を含む部員一同、この場をお借りして心より深く感謝申し上げる次第です。 

賜りましたご厚志は、フェンシング競技の共用器材、医薬品などの補充に役立たせていただ

き、ご寄付下さった皆様はもちろんのこと、常日頃より応援して下さる皆様のためにも、私た

ちは文武両道をモットーに、全日本選手権優勝はもとより世界で活躍できる競技者の育成を目

指します。加えて、我が国のスポーツの普及振興の推進にも努め、社会に貢献できる人材とな

るべく精進していく覚悟でありますので、引き続きご支援・ご協力の程、よろしくお願い申し

上げます。 

 



○体育会陸上競技部からのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法政大学体育会陸上競技部は、創立1919年以来名だたる有名選手を輩出し、昨年行われた

リオデジャネイロオリンピックにおいてもOB選手が多数活躍をいたしました。先輩達に負け

ず劣らず、現役生も奮闘しております。昨年行われた日本選手権リレーの400mリレーにお

いて３連覇を成し遂げました。また、今年５月に行われた関東インカレでは110mHで金井大

旺、3000m障害において青木涼真が優勝し、その他9種目で入賞を果たしました。元日行わ

れた箱根駅伝におきましても、8位という成績を収め、チーム目標であったシード権を獲得す

ることができました。 

こうした成績を収められたのも、卒業生をはじめとする沢山の方々からのご支援のおかげで

あると思っております。心から感謝申し上げます。 

頂きました寄付金は、物品の購入や強化合宿といった部の運営費用として有効に活用させて

いただきます。陸上競技部は様々な種目を専門とする選手が在籍しております。それぞれに必

要な物品の購入や維持費が必要である事はもちろん、今後更なる好成績を収める為に、より最

適な環境で練習を行える強化合宿は不可欠となります。 

今後も我々を支えてくださる方への感謝の気持ちを忘れず、選手スタッフ一同全力で取り組

んで参りたいと思います。皆様から頂いたご支援を、しっかりと結果という形で恩返しすべく、

日々精進して参る所存です。今後も陸上競技部へのご支援、ご声援よろしくお願いいたします。 

 


